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Ⅰ　研究目的

オペレッタの音楽は、主に「歌」「BGM（Background 

music）」、そして「ダンス音楽」で構成される。
歌は、台詞等を歌詞化し、メロディへと変換したも

のである。そのメロディは伴奏を付して演奏されること
が多い。BGMは、「台詞の背景」と「台詞なし」の大
きく2種の場面で使用されている。「台詞の背景」は、
主に台詞の状況や感情を音楽により引き立たせる効
果を得るさいに使用され、「台詞なし」は、場面転換
時などに使用される。ダンス音楽は、身体表現という
視覚的表現に、音楽という聴覚的表現を合わせること
で観客に訴える効果を高めるさいに使用される。
いずれにしても、音楽によって舞台上の物語を伝え

る効果が総合的に高められている。
本研究では、東京女子体育短期大学児童教育学

科（以下、「本学」）創作オペレッタ発表会で上演さ
れた作品のうち、創作ダンスに付随する音楽につい
て分析し、どの要素が創作ダンス場面で効果を高め

ているか、その手法と効果について明らかにすること
を目的とする。

Ⅱ　研究方法

1. 研究対象
本学創作オペレッタ発表会で上演された作品のう

ち、映像資料として視聴することのできる第13回～第
44回（計32回）、98作品から抽出された創作ダンス
180場面で使用されている音楽を対象とする。

2. 研究方法
拍子、調性、使用楽器（アコースティック、シンセ

サイザー）、効果音（電子音によるもの、人的発音に
よるもの）等の構成要素を抽出し、各描写（状況描写
1、状況描写2、状況描写3、情景描写、自然描写、
心象描写、紹介描写）1）2）における傾向や効果につ
いて分析を行う。
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Ⅲ　音源の分類

1.  アコースティック楽器の使用
使用楽器としては、アコースティック楽器（電気

的な増幅なしに演奏される楽器）が180曲中163曲
（90.6％）と大部分を占めていた（図1）。
アコースティック楽器は、ピアノが155曲（95.1％）、

ピアノ以外の楽器が8曲（4.9％）であった（図2）。
ピアノ以外の楽器は、木管楽器（サクソフォーン、
クラリネット、フルート）、金管楽器（トランペット、ト
ロンボーン）、打楽器（カスタネット、ツリーチャイム、
シンバル、シロフォン、スネアドラム、ウッドブロック、
鉄琴、タンブリン、トライアングル）、笛、声であった。

2.  シンセサイザーの使用
アコースティック楽器以外に使用される楽器として、
シンセサイザーが挙げられる。180曲中23曲（12.8％）
で使用されていた（アコースティック楽器との併用を
含む）（図3）。

3.  効果音の使用
創作ダンスの各場面では、観客に対して、より明

確な舞台情報を提示するために「効果音」を用いるこ
とがある。効果音を使用しているものは180曲中58曲
（32.2％）あり、内訳は「人的発音」40曲、「電子音」
21曲であった（アコースティック楽器との併用、効果

音の重複を含む）（図4）。
人的発音とは「人が発する音」を指し、40曲でみら

れた。そのうち「道具を使用しないで音を発するもの」
（足音、床たたき、叫び声、ハンドクラップ等）は
44曲、「道具を使用して音を発するもの」（棒、デッ
キブラシ等）は4曲であった。
電子音は、シンセサイザーと同様に、アコースティッ

ク楽器で表現することが困難な音色を必要とする際
に用いられていた。特に「風」「波」「雷」「スペース
（宇宙）」「エコー」等、自然を想起させる音が多くみ
られた。

4.  様々な音色の活用
創作ダンス180曲中155曲（86.1％）にピアノが用

いられており、ピアノによる音楽制作が主体になっ
ていることがわかる。ピアノを使用した155曲中81曲
（52.3％）がピアノ単独による音楽制作であった。一
方で、ピアノと他の楽器等による併用も見られ、「ピア
ノと効果音の併用」が155曲中37曲（23.9％）、「ピア
ノと他楽器の併用」が24曲（15.5％）であった（表1）。
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図1　アコースティック楽器の使用曲数

　　　図4　効果音の使用曲数

図2　アコースティック楽器の内訳

図3　シンセサイザーの使用曲数

表1　ピアノを伴う音色の分類
使用楽器等 曲数 （n=155）
ピアノのみ 81 52.3 ％
ピアノ＋効果音 37 23.9 ％
ピアノ＋他楽器 24 15.5 ％
ピアノ＋他楽器＋効果音 7 4.5 ％
ピアノ＋シンセサイザー＋効果音 2 1.3 ％
ピアノ＋他楽器＋シンセサイザー＋効果音 2 1.3 ％
ピアノ＋他楽器＋シンセサイザー 1 0.6 ％
ピアノ＋シンセサイザー 1 0.6 ％
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Ⅳ　描写と音楽

1.  各描写と音楽の概要
（1） アコースティック楽器の使用
アコースティック楽器を使用した163曲を長谷川

ら（2020）の分類にあてはめたところ、「状況描写
1」が46曲（28.2％）と最も多く、「情景描写」が26曲
（16.0％）、「状況描写3」が23曲 （14.1％）であった
（表2）。

（2） 効果音の使用
効果音を使用した58曲のうち、「状況描写1」が

20曲（34.5％）と最も多く、「自然描写」が10曲（17.2％）、
「情景描写」が9曲（15.5％）であった（表3）。

2.  各描写と音楽について
本節では、音源として多く用いられた「アコース

ティック楽器」と「効果音」に焦点をあてて、各描写と
音楽について述べることにする。

1）状況描写1

「状況描写1」における音源は表4のとおりであった。

2）状況描写2

「状況描写2」における音源は表5のとおりであった。

3）状況描写3

「状況描写3」における音源は表6のとおりであった。

表2　描写別のアコースティック楽器使用曲数

表3　描写別の効果音使用曲数

表4   「状況描写1」における音源

表5   「状況描写2」における音源

表6   「状況描写3」における音源

曲数 （n=163）
状況描写1 46 28.2 ％
情景描写 26 16.0 ％
状況描写3 23 14.1 ％
心象描写 18 11.0 ％
自然描写 15 9.2 ％
紹介描写 13 8.0 ％
状況描写2 8 4.9 ％
複合描写 14 8.6 ％

曲数 （n=58）
効果音使用 58

　　状況描写1 20 34.5 ％
　　自然描写 10 17.2 ％
　　情景描写 9 15.5 ％
　　状況描写2 4 6.9 ％
　　状況描写3 4 6.9 ％
　　心象描写 4 6.9 ％
　　紹介描写 2 3.4 ％
　　複合描写 5 8.6 ％

曲数 （n=51）
アコースティック楽器 46 90.2％（n=51）
　　　ピアノを使用 44 95.7％（n=46）
　　　　　ピアノのみ 21 47.7％（n=44）
アコースティック楽器以外 5 9.8％（n=51）
効果音 20 39.2％（n=51）
　　　電子音 1 5.0％（n=20）
　　　人的発音 19 95.0％（n=20）

曲数 （n=8）
アコースティック楽器 8 100％（n=8）
　　　ピアノを使用 6 75.0％（n=8）
　　　　　ピアノのみ 3 50.0％（n=6）
アコースティック楽器以外 0 0.0％（n=8）
効果音 4 50.0％（n=8）
　　　電子音 2 50.0％（n=4）
　　　人的発音 2 50.0％（n=4）

曲数 （n=28）
アコースティック楽器 23 82.1％（n=28）
　　　ピアノを使用 22 95.7％（n=23）
　　　　　ピアノのみ 14 63.6％（n=22）
アコースティック楽器以外 5 17.9％（n=28）
効果音 4 14.3％（n=28）
　　　電子音 1 25.0％（n=4）
　　　人的発音 3 75.0％（n=4）
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4）情景描写
「情景描写」における音源は表7のとおりであった。

5）自然描写
「自然描写」における音源は表8のとおりであった。

6）紹介描写
「紹介描写」における音源は表9のとおりであった。

7）心象描写
「心象描写」における音源は表10のとおりであった。

3.  まとめ
各描写に用いられる音源は、アコースティック楽器

によるものが多く、ほとんどの作品でピアノが使用さ
れていた。効果音は「状況描写1」「自然描写」「情
景描写」で多用され、特に「状況描写1」では、「対
立」「協調」などグループによる表現において人的発
音が多くを占めた。一方で、「自然描写」「情景描写」
では、電子音が多く用いられていた。

Ⅴ　描写の実例と作曲手法

本章では、本学創作オペレッタ発表会の創作ダ
ンス用に作曲された曲から、さまざまな描写とともに特
徴的な作曲手法について実例を挙げて紹介する。

1.  モチーフの展開
1） テーマからの断片活用
作品全体の統一性を図るための主要モチーフの
活用例について、第43回Aクラスの作品から紹介す
る。内容は、様々な色が混ざって「黒」になっていき、
その状況を「金」が見ている「状況描写1」と「色」の
気持ちを示す「心象描写」の場面である。この曲で用
いられているのが「色の国のテーマ」と「金のテーマ」
である（楽譜1）。
楽譜1の「色の国のテーマ」のモチーフaを用いて、
楽譜2では色が混ざって「黒」になっていく場面が展
開されていく。①は、それぞれの色が1色ずつ「自分
の色の良さ」を主張している状況を表すために、同
一音型及び音高で繰り返している。②は、それぞれ
の色が畳み掛けるように「自分の色の良さ」を主張し
ている状況を表すために、音高が徐々に上行しなが
ら2拍単位の間隔で音型を出現させ、下行していく。
③は、「それぞれの色が混ざり合って黒になってしま
う場面」を表すために、下行進行を繰り返しながら1 

拍単位の間隔で3連符を用いた音型を出現させてい
る。
次に実際に使用された楽譜を示す（楽譜3）。

三好　優美子　　　柳田　憲一　　　渡邊　洋　　　 長谷川　千里

表7   「情景描写」における音源

表10   「心象描写」における音源

表8   「自然描写」における音源

表9   「紹介描写」における音源

曲数 （n=28）
アコースティック楽器 26 92.9％ （n=28）
　　　ピアノを使用 26 100％ （n=26）
　　　　　ピアノのみ 14 53.8％ （n=26）
アコースティック楽器以外 2 7.1％ （n=28）
効果音 9 32.1％ （n=28）
　　　電子音 4 44.4％ （n=9） 重複あり
　　　人的発音 6 66.7％ （n=9） 重複あり

曲数 （n=18）
アコースティック楽器 18 100％ （n=18）
　　　ピアノを使用 17 94.4％ （n=18）
　　　　　ピアノのみ 7 41.2％ （n=17）
アコースティック楽器以外 0 0.0％ （n=18）
効果音 4 22.2％ （n=18）
　　　電子音 0 0.0％ （n=4）
　　　人的発音 4 100％ （n=4）

曲数 （n=18）
アコースティック楽器 15 83.3％ （n=18）
　　　ピアノを使用 14 93.3％ （n=15）
　　　　　ピアノのみ 4 28.6％ （n=14）
アコースティック楽器以外 3 16.7％ （n=18）
効果音 10 55.6％ （n=18）
　　　電子音 8 80.0％ （n=10）重複あり
　　　人的発音 3 30.0％ （n=10）重複あり

曲数 （n=14）
アコースティック楽器 13 92.9％ （n=14）
　　　ピアノを使用 12 92.3％ （n=13）
　　　　　ピアノのみ 9 75.0％ （n=12）
アコースティック楽器以外 1 7.1％ （n=14）
効果音 2 14.3％ （n=14）
　　　電子音 0 0.0％ （n=2）
　　　人的発音 2 100％ （n=2）
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楽譜1   「色の国のテーマ」と「金のテーマ」

楽譜2　モチーフの展開

楽譜3　色が混ざっていく場面（状況描写1＋心象描写）
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2）ライトモチーフによる性格づけ
登場人物の性格づけを図るためのライトモチーフ

の活用例について、第44回Aクラスの作品から紹介
する。ライトモチーフとは、「示導動機」（「指導動機」）
とも訳され、特定の動機が、ある人物、事物、事象、
想念などと結びついて作品中にくり返しあらわれ、全
体の統一に貢献する手法である3）。ここでは、「夏」と
「冬」の季節が混ざりあう状況（自然描写）を表現す
るために、「夏のテーマ」「冬のテーマ」「融合のテー
マ」の3種をライトモチーフとしている（楽譜4）。

最初に、「夏」と「冬」の2つの季節がそれぞれのテー
マを用いて順に登場する。続いて、2つの季節がテー
マを重ねながら自分の季節をアピールし、「融合の
テーマ」により夏と冬が混ざり混ざり始める。最後に、
3種のテーマを出現させ、夏と冬が完全に混ざる状
況を描写している。次に実際に使用された楽譜を示
す（楽譜5）。

2.  音楽構成要素による性格づけ
1）調性の対照性
（1）同一音型による調性の変化
「状況描写1」で最も用いられている場面は「対立

（喧嘩）」である。舞台配置は多様であるが、多く
は上手側のグループと下手側のグループに分かれ、
足踏み、ハンドクラップ、小道具等の人的発音によ
り対立や分裂を表現している。対立グループの性格
づけを図るために調性等を活用している例について、
第16回Aクラスの作品から紹介する（楽譜6）。
この場面では、両グループとも同一旋律を使用し
ているが、下手側は「明るい長調（dur）」、上手側は
「暗い短調（moll）」というように、それぞれのグルー
プの性格を調性で明確に区別している。また、速度
も下手側がBPM（Beats per minute）130に対して上
手側はBPM82と、重厚な足取りで下手側の明るく軽
快な雰囲気を打ち破っている。また、使用音域も下
手側の音域に対し、上手側は音域をかなり下げてい
る。また、その後盛り上がり、音価が細かくなってい
く場面でも、下手側が足踏みを8分音符で小刻みに
鳴らしているのに対し、上手側は下手側の倍の長さ
である4分音符で足踏みをするなど、「上手：明朗・
軽快」「下手：陰鬱・荘重」という性格づけを、調性・
速度・音域・音型等で表している。

（2） 同一テーマによる調性の変化
状態の変化を表現するためのメロディと調移行の

活用例について、第42回Bクラスの作品から紹介す
る。ここでは、「元気な野菜が、雨が降らないため枯
れていく状況」と「枯れていた野菜が、雨が降ったこ
とにより元気になっていく状況」（自然描写）を表現す
るために、同一テーマを活用し（同一場面の描写）、
調性を変化させている（表11）。
次に実際に使用された楽譜を示す（楽譜7）。
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楽譜4　3種のライトモチーフ

表11　野菜の状況比較
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楽譜6　対立の場面（状況描写1）

楽譜5　季節の融合（自然描写）
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楽譜7　同一テーマによる調性の比較（自然描写）
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2） リズムセクションのみの表現
身体表現に付随する音楽は、旋律を用いることが

ほとんどである。一方で、旋律が存在せず、リズム
セクションのみで表現した特徴的な使用例もある。リ
ズムセクションのみの活用例について、第35回Bク

ラスの作品から紹介する（楽譜8）。
この場面も「上手側」対「下手側」という配置である
が、集団を統一する旋律や伴奏がないため、演技
者は呼吸とテンポを合わせ、自分たちの足音を揃え
ることに集中する。自分の属するグループで足音を揃
えること、そして相対するグループとの掛け合いにも
集中するため、静かな中に足音が響き、緊迫感を生
み出す効果をあげている。しかし、足音のリズムに
乱れが生じる箇所も見られた。

3）音型の変化
（1） 音価の細分化
場の緊迫感を高めるための音型の活用例につい

て、第23回Bdクラスの作品から紹介する。この曲は
ピアノと効果音（人的発音：足音）で構成されている。
ピアノ冒頭の低音域で示された4度音程の音型が、
高音域で順次進行を伴う下行形に変化し、「4分音
符」→「16分音符で1拍目に登場」→「中音域の1拍
目および3拍目に登場」→「高音域で16分音符による
4拍連続」と音域を変え、リズムの刻みを細かくし、畳
みかけるように登場することで、場の緊迫感を高める
効果をあげている（楽譜9）。

（2） 音型と音進行の複合的変化
「怒り」を表現するための音型と音進行の複合的
変化の活用例について、第38回Bクラスの作品か
ら紹介する。この曲は、「怒り」が徐々に湧き上がっ
ていく感情（心象描写）を表している。まず、保続音
（gis）上に6連符の音型が出現によって「怒り」の湧
き始めを示し、保続音（g）上に「8分音符」→「3連符」
→「16分音符」と徐々に音価を細分化した上行音型
を活用しながら「怒り」の頂点に向かう。そして、「鳥
の怒り」「海の生き物の怒り」「海賊の怒り」を「4分音
符単位の和音による下行」＋「16分音符のアルペジ
オによる上行」を用いて表現し、「怒り」の頂点に向か

う。頂点に達したあとは、8分の12拍子へと拍子を
変え、息の長いメロディを用いて「怒り」の収束へと導
かれる。最後は、4分の4拍子に復帰し、収束に向
かった「怒り」が再燃し、「怒り」を抑えようとする状況
を様々な音域、および音型を用いて表現している（楽
譜10）。

4）複合的音楽構成要素によるもの
「心情の移り変わり」を表現する複合的音楽構成要
素の活用例について、第41回Aクラスの作品から
紹介する。心象描写での音楽は、登場人物の心象
の大きな流れ（例えば「悲しみ」等）に1曲が対応する
ことが多いが、ここでは「ゴミ箱に捨てられたおもちゃ
の様々な気持ち」を「①楽しかった思い出」→「②捨
てられた怒り」→「③またあの頃に戻りたい」→「④も
しかしたら会えるかも」→「⑤あきらめ」の順で登場し、
おもちゃの心の揺れ動き（心象描写）を表現している
（表12）。
作品の調性を辿ると、「①楽しい」「③願望」「④期
待」という感情には「明るい長調」が用いられ、「②怒
り」の感情には「暗い短調」が用いられている。それ
により感情の状態の区別が明確に示されている。伴
奏型では、多くがアルペジオを使用しているが、「②
怒り」の感情においては、和音の3連符による刻みと
いう変化が見られ、曲中に「怒り」の強さをもたらして
いる。「②怒り」以外の部分を占めるアルペジオは、
「上行」がポジティブな感情に、「下行」は「⑤あき
らめ」に見られるようなネガティブな感情に用いられて
いる。このように、調性、伴奏型（音型の変化・方向性）
を活用し、それぞれの思い（心象）を対比させて描写
していることがわかる（楽譜11）。
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楽譜8　リズムセクションによる対立（状況描写1）

楽譜9　音型の変化（状況描写1）
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楽譜10　音型と音進行の複合的変化（心象描写）
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表12   「おもちゃの心象描写」の音楽構成
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楽譜11   「ゴミ箱に捨てられたおもちゃ」の心象描写
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3.  DAWを活用した音楽制作
DAW（Digital Audio Workstation）の普及によ

り、ソフトウエア上で音楽制作が完結できるものと
なった。DAWは、統合型音楽制作ソフトウエアと呼
ばれ、作曲や編曲、編集やレコーディングなど、音
楽制作に関わるさまざまな作業を行うことができる。
DAWは、オーケストラなどあらゆるジャンルの音楽
制作にも用いられている。また、DAW上ですべてを
完結させるのではなく、生演奏などのアコースティッ
クな音源との併用も行われる。
使用したい楽器や演奏者がいない場合に、コン

ピュータを使用して演奏データを打ち込み、 音声録
音、編集、またミキシング等の作業を行って音源とし
ている。特に、ドラムセットを使用したい場合は、楽
器の設置が困難なことから積極的に活用する傾向が
みられる。ここでは、DAWの活用例（紹介描写）に
ついて、第38回Bクラスの作品から紹介する（楽譜
12）。

Hip-hopダンス風の身体表現により「海賊の紹
介」が行われる中で、ドラムによるリズム明示が重要
になっている。ドラムセットの音源は「Hi-hat close」

「Snare drum」「Bass drum」の3種であり、小節が
進むにつれて、4ビート、8ビートそして16ビートへと

細分化され、徐々に緊張感をもたらす構成になって
いる。
　

Ⅵ　まとめ

本研究では、創作ダンスに付随する音楽について
分析し、どの要素が創作ダンス場面で効果を高めて
いるか、その手法と効果について明らかにすることを
目的とした。
創作ダンスに付随する音楽は、調性、音型、音

価、拍子、速度等の様々な音楽構成要素や楽器が
もたらす音色がイメージを豊かにし、客席に届けた
いテーマを補完していた。
各描写に用いられる音源は、アコースティック楽器

によるものが多く、ほとんどの作品でピアノが使用さ
れていた。シンセサイザーは、ピアノでは出せない音
（ストリングス、パイプオルガン、コーラス、ピッコロ、
ブラス、ドラム打ち込み）等を容易に鳴らすことが可
能であり、音色の幅を広げることによって、舞台上の

楽譜12   「海賊」の紹介描写
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表現を豊かなものにしていた。
効果音は、描写により使用方法が明確になってい

た。特に「状況描写1」（喧嘩）の場面では、人的発
音が多く用いられ、舞台上で鳴る音の振動が会場に
響くことで緊迫感をもたらす効果がみられた。しかし、
無旋律の場面で全体の動きに不規則性がみられたこ
とから、旋律等の手がかりはダンス初心者とダンス
熟練者の動きをまとめる役割を担っていたといえる。
以上のことから、音楽がもたらす聴覚的効果は、
台詞では表現しきれないことを舞台上で表現する創
作ダンスの身体表現という視覚的効果を一層高め、
場の世界観を盛り立てる役割がみられた。

なお、本研究は平成30・31（令和元）年度東京女
子体育大学の「共同研究」の助成を受け実施した。

1） 長谷川ほか，本学創作オペレッタ作品の構成
にみる創作ダンスの活用について（1）：創作ダ
ンス場面の分類と身体表現，造形表現からみる
傾向，東京女子体育大学女子体育研究所所報，
東京女子体育大学，14，2020， pp. 42‒43.

2） 複数の描写が重複している場合（「状況描写1」
と「紹介描写」等）は「複合描写」として表記する。

3） 海老沢敏ほか監修，新編音楽中辞典，音楽之
友社，2002，p. 174.
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